
平成２７年度 第１回 教育課程編成委員会議事録【こども環境科】 

日 時  平成２７年１２月２１日（月）１５：００～１６：２０ 

場 所  学校法人 北海道学院 釧路専門学校 ４階 第３演習室 

出席者  和田 敏幸  （釧路市私立保育園連合会 会長） 

     工藤 映美  （釧路市私立幼稚園連合会 理事・大楽毛よしの幼稚園 教頭） 

     諫山 邦子  （北海道教育大学釧路校 教育学部 准教授） 

     伊原 明   （学校法人 北海道学院・釧路学園 理事長） 

     藤原 富美彦 （釧路専門学校 校長） 

     木幡 都子  （釧路専門学校 副校長） 

     藤本 朋美  （釧路専門学校 こども環境科 教務担当） 

     若生 みゆき （釧路専門学校 事務主任） 

配付資料 ○学校法人 北海道学院 釧路専門学校 組織図 

     ○教育課程編成委員会規程 

     ○委員名簿 

     ○今後の事業計画案 

     ○授業科目等の概要（こども環境科） 

     ○教育課程表（こども環境科） 

     ○学校パンフレット 

次 第  １）理事長挨拶（理事長 伊原） 

      ・自己紹介後、改めて教育課程編成委員会の依頼。 

     ２）校長挨拶（校長 藤原） 

      ・職業実践専門課程認定及び、教育課程編成委員会の経緯と趣旨説明。（校長 藤原） 

     ３）委員紹介及び教職員紹介（副校長 木幡） 

４）事業計画内容と今後のスケジュール説明（副校長 木幡） 

５）学科概要説明（教務担当 藤本） 

 ・こども環境科の基本情報（取得資格、就職状況）及び、授業科目等の概要を説明。 

６）教育課程説明（教務担当 藤本） 

 ・教育課程表に基づき、説明。 

 ・質疑応答 

       ①和田委員より、中途退学者への対応は、どういったことを配慮し対応しているのかとの質問に、 

日頃から、学生の学習・生活・実習等に目を配っている。保護者との連携も図っていると説明。（教 

務担当 藤本） 

②工藤委員より、釧路専門学校に入学するメリットはという質問に、カリキュラムは、他校と比べ 

大きな差はないが、本校は道内唯一の文部科学省指定教員養成機関（２年課程で保育士と幼稚園教 

諭が取得可能）であり、また、系列幼稚園があることから、行事参加などを通し、１年次から保育 

士・幼稚園教諭としての職業観を養えるところが魅力となっていると説明。（教務担当 藤本） 

７）その他 

 ・次回の日程確認（平成２８年２月３日（水）１５：００～を予定） 

 

以上 



（記録：若生） 

第１回 教育課程編成委員会議事録【介護環境科】 

日 時  平成２７年１２月２１日（月）１５：００～１６：２０ 

場 所  学校法人 北海道学院 釧路専門学校 ４階 第３演習室 

出席者  小野 信一  （社会福祉法人 釧路市社会福祉協議会 事務局長） 

     伊東 義光  （日本介護福祉士会北海道支部根釧地区支部 支部長 

             道東勤医協 ヘルパーステーションすこやか 所長） 

     伊原 明   （学校法人 北海道学院・釧路学園 理事長） 

     藤原 富美彦 （釧路専門学校 校長） 

     木幡 都子  （釧路専門学校 副校長） 

     渡邊 千華子 （釧路専門学校 介護環境科学科長） 

     吉村 寿人  （釧路専門学校 教務主任・介護環境科 教員） 

     若生 みゆき （釧路専門学校 事務主任） 

配付資料 ○学校法人 北海道学院 釧路専門学校 組織図 

     ○教育課程編成委員会規程 

     ○委員名簿 

     ○今後の事業計画案 

     ○授業科目等の概要（介護環境科） 

     ○学校パンフレット 

次 第  １）理事長挨拶（理事長 伊原） 

      ・自己紹介後、改めて教育課程編成委員会の依頼。 

     ２）校長挨拶（校長 藤原） 

      ・職業実践専門課程認定及び、教育課程編成委員会の経緯と趣旨説明。（校長 藤原） 

     ３）委員紹介及び教職員紹介（副校長 木幡） 

４）事業計画内容と今後のスケジュール説明（副校長 木幡） 

５）学科概要説明（介護環境科学科長 渡邊） 

 ・介護環境科の基本情報（取得資格、就職状況）及び、授業科目等の概要を説明。 

６）教育課程説明（教務主任 吉村） 

 ・教育課程表に基づき、説明。 

 ・質疑応答 

       ①小野委員より、取得資格について他校と比べて違いはあるのか？との質問に、アクティビティイ 

ンストラクター資格の取得は、道内では本校のみである。利用者の個別ケアが重要視されている介 

護現場において、活用できる資格である。と説明。（学科長 渡邊） 

②小野委員より、資格が増えることは学生の負担になっていないか？との質問に、授業量は他校と 

比較すると少し多いが、本校こども環境科と比較すると、時間的に余裕がある。「勉強がしたいから 

本校に入学したい」という声もあるので、負担にはなっていないと思う。学生の引き出しを増やす 

為に、書・華道、福祉文化等を設定しており、本校の特色・魅力である。と説明。（学科長 渡邊） 

７）その他 

 ・次回の日程確認（平成２８年２月３日（水）１５：００～を予定） 

以上 



（記録：若生） 


